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 こんにちは。今月はロータリー財団月間です。本日は

ＲＩ第２５６０地区ロータリー財団委員会から補助金

委員でいらっしゃいます、菅原健志様（新潟万代 RC）

にお越しいただきました。後ほど卓話をいただき、ご指

導くださいますよう宜しくお願い申し上げます。 

 また、財団の方から当クラブに表彰のバナーが届いて

おります。「EVERY ROTARIAN, EVERY YEAR」のク

ラブ表彰です。これは正会員全員が年次基金へ少なくと

も２５ドルの寄付をして、一人当たりの平均寄付額が１

００ドルに達しているクラブに与えられるものです。ち

なみに世界で４,０００のクラブがこの認証資格を得て

います。 

 さて、先週末に突然南アフリカで確認されたコロナの

変異ウイルス「オミクロン株」ですが、あっという間に

世界中で感染の広がりが確認されています。世界中でま

たもや渡航制限が厳しくなり、日本の水際対策も強化さ

れるようです。従来のワクチンは効かないとか、感染力

が非常に強いとか、いろいろと言われていますが、現時

点では深刻さの度合いは不明です。いずれにせよ早急に

解明されることを期待しています。 

 とは言え、三条あたりでは年末まではなんとか今のま

まで過ごせそうな気もしています。忘年会等の話もちら

ほら聞かれますが当クラブでも来月１２月２０日に一

応予定を組んで進めています。親睦委員の皆様にはまた

お世話になります。 

 話は変わりますが、冬の宴会等に欠かせないのが、寒

くなってますます美味しくなってくる「蟹」であります。

今年も１１月６日の立冬に漁が解禁となりました。今後

の水揚げは如何な具合になるでしょうか…。昨年は悪天

候のせいで、なかなか寺泊でも新鮮な蟹が手に入りにく

かったのですが、今年は期待したいと思います。                                              

 

 

 

 

 

 その蟹の名前、「タラバ」と「ズワイ」の意味ですが、タラ

バ蟹はヤドカリの仲間であるのは有名ですが、漢字で書くと

「鱈場」となり、深海に生息している魚の鱈を獲るときに一

緒に網に引っかかってくるカニであることから「タラバ」と

いう名称がついたと言われています。一方「ズワイ蟹」の「ズ

ワイ」ですが、「楚（スワエ）」が訛ったものだそうです。楚

とは細い木の枝を指す言葉で、ズワイ蟹の足の細さから連想

されたようです。 

 もうひとつ、大好きな「蟹味噌」についてですが、そのミ

ソの正体は何かというと、「中腸線」という部位だそうです。

味噌って言われるので脳みそかいな？って思い、深く考えた

事も無かったのですが、これはカニの臓器の一部で肝臓と膵

臓を合わせたような機能をもっている臓器だそうです。蟹類

では栄養物質のもっとも重要な貯蔵機関なんだそうです。フ

ォアグラやアンキモと似ている訳ですね。来月は宴会の席で、

みんなで無言に徹して、黙々と蟹をつつけるといいですね。 

 今日はこれで挨拶にしたいと思います。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

2021-22クラブテーマ  

会長挨拶 

三条南ロータリークラブ

会 長 

平松 修之 

2021．11．29      「ロータリー財団月間」     №2398 №14 

◆本日の出席：44名中24名 

◆通算出席率：77.99% 

◆ゲストスピーカー： 
ＲＩ第2560地区ロータリー財団委員会補助金委員 

菅原健志様（新潟万代RC） 

◆先週までのメークアップ：◇11/11(木)三条東RC

へ坪井康紀君◇11/11(木)12(金)18(木)三条東 RC

へ木村譲君◇11/13(土)ロータリー防減災セミナー

へ(長岡市立中央図書館講堂)田中康之君◇11/16(水)

三条RCへ西潟精一君◇11/24(水)三条RCへ佐々木

常行君◇11/25(木)加茂 RC へ佐々木常行君◇

10/31(日)三条南 RC ゴルフ大会へ(湯田上カントリ

ークラブ)佐々木常行君、永桶俊一君、木村譲君、加藤

峰孝君、阿部隆樹君、長谷美津明君、船久保孝志君 

 
 

 

事務局 
〒955-8666 三条市旭町2-5-10 

三条信用金庫本店内 
ＴＥＬ０２５６-３５-３４７７ 

ＦＡＸ０２５６-３２-７０９５ 
E-mail info@sanjo-minami.jp 

URL https://www.sanjo-minami.jp 

◆幹事報告 木村 譲 幹事 
◇地区R地域協働ネットワークセンターより 

「災害等緊急時調達可能資源リストご提出のお願い」   

（前回は2017-2018年度にご提出いただきました） 

御協力いただける方は、12月13日例会時までに事務局

までお願いします 



     ニコニコボックス 
11/29 10,000円 今年度累計 162,000円 

菅原君（新潟万代ＲＣ）「卓話宜しくお願いします」 

平松会長「今日は新潟万代ＲＣの菅原健志様にお出でいただきま

した。財団月間ということで後ほどご指導宜しくお願い

します」 

木村幹事「菅原様、本日は遠方から来ていただきありがとうござ

います」 

齋藤君「当例会は財団月間です。地区Ｒ財団委員会菅原健志様、

本日は卓話宜しくお願いします」 

田代君「ロータリー財団補助金員の菅原様、本日はようこそお出

で下さいました。卓話楽しみにしています」 

銅冶君「本日の卓話新潟万代ＲＣ菅原健志様宜しくお願いします」 

荒澤君「菅原健志様、本日よろしくお願いします 

渡邉(久)君「ＢＯＸに協力します」 

塩入君「BOXにご協力ありがとうございました」 

 
「ロータリー財団月間 記念卓話」 

 

国際ロータリー第2560地区 

ロータリー財団委員会補助金委員 

 

菅原 健志 様（新潟万代RC） 
 

 

ロータリー財団 組織と仕組みの概要 

 ロータリー財団管

理委員会（TRF）とは、

ロータリーの慈善部

門であるロータリー

財団の業務を管理し

ています。ＲＩ会長エ

レクトが管理委員を

指名し、理事会が正式

に選出します。管理委

員は4年の任期を務め

ます。 

 2021-22 年度は管

理委員長にジョン F. 

ジャーム氏、管理委員

には日本から三木明

（みき・あきら）氏が

シェカール・メータＲ

Ｉ会長から任命され

ています。 

 2021-22 年度に地

区のロータリー財団委員会も小委員会の統廃合を行いました。 

ロータリアンからの寄付の内、年次基金と恒久基金は３年間の

運用を経て元本の100%を維持したまま、様々な活動への資金

として使う事ができるようになります。残りの5％が財団の管

理費に使用されます。 

 ３年間の運用を経て、年次プログラム活動資金として振り分

けられた資金はさらに半分をDDF（地区財団活動資金：District 

Designated Fund）として地区に、もう半分をWF（国際財団

活動資金：World Fund）として全世界的にプールする形に分類

されます。通常地区の予算を考える際にはこのDDFのみを見

ることになります。 

  

  
 DDF の中から 50%までを地区補助金（DSG：

District Simplified Grant）として、補助金支給の前

年度中に地区財団委員会が一括で My Rotary から

申請する事で様々な事業に使う事が出来ます。逆

にこの申請を行わない限りは、グローバル補助金

（GG：Global Grant）事業とポリオプラス等の予

め定められた財団の事業への寄贈のみが行えます。

このため地区補助金事業は事業を行う前のロータ

リー年度での申請をお願いしています。代わりに

グローバル補助金事業に関しては通年を通して申

請する事が可能です。（申請は随時受け付けますが、

審査は年に４回の時期にわけて行われるため余裕

を持った申請が必要です） 

 

補助金に関して 

 財団の補助金活動には大まかに人道的プロジェ

クト、奨学金、職業研修チーム派遣の３種類があり

ます。基本的にグローバル補助金プロジェクトは

地区補助金の要件に追加の要件が着くもので、使

途がより限定されます。 

 過去5年間、財団のグローバル補助金では、1800

万ドル以上が環境に関連したプロジェクトに充て

られてきました。環境を支援する別個の重点分野

を設立することで、ロータリアンが世界中の地域

社会で好ましい変化をもたらし、より大きなイン

パクトを生み出す一助となります。 



  

 今年度より環境は、ロータリーの7つ目の重点分野

となり、グローバル補助金によって実施される奉仕活

動のカテゴリーとなります。そのほかのカテゴリーは、

平和構築と紛争予防、疾病予防と治療、水と衛生、母

子の健康、基本的教育と識字率向上、地域社会の経済

発展です。 

グローバル補助金 今年はこれを活用した人道的プ

ロジェクトの申請はまだありませんが、表示の金額を

上限に申請をお待ちしております。 

地区補助金 昨年度より地区要項が改定され、補助金

使用の幅が広がり、今年度はさらに昨年の倍以上のク

ラブから申請され、希望されたすべてのプロジェクト

に配分されています。 

グローバル奨学生 今まで 6 名が派遣され、卒業後、

世界各地で活躍されています。 

地区奨学生 未来の夢計画が始まった山﨑年度から 7

年の間に、11名を派遣しましたが、地区補助金の配分

方法の変更により現在募集は行われていません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ポリオに関して 

 アフリカ地域のポリオフリー認定から1年たちまし

た。アフリカでのこの快挙は、アフリカ全体の子ども

の健康と公衆衛生に恩恵をもたらしています。アフリ

カでのポリオ根絶活動を支えてきたインフラと技術

は、新型コロナウイルスへの対応において重要な役割

を果たしており、今後の公衆衛生上の緊急時に応用で

きます。また、ポリオワーカーは、ポリオ以外の疾病

の定期予防接種、医薬品の配布、その他の医療サービ

スを提供しています。 

ロータリーカードについて 

 ご利用金額の 0.3％がロータリーに送金され、ポリ

オ撲滅に役立てられます。ETCカードも申し込めます。

地区としてロータリーに関わる支払いはロータリー

カードを使用していただくことを推奨します。 

 ロータリーカード利用額、ポリオ根絶への活動資金

額の推移を過去５カ年度の利用総額で見ると、昨年度

は例会セミナー等が減ったために減少しています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ＲＩ第2560地区補助金について 

 地区は、地区補助金の奉仕プロジェクトの適用要件に関して、

ロータリー財団が定める「授与と受託の条件」の範囲内において、

2020年度に補助金要項の見直しを行いました。 

上限撤廃 プロジェクトに対してクラブからの拠出を要せずと

も地区補助金プロジェクトの活動ができるようになりました。 

受益者の特定、ニーズの確認 プロジェクトが地域社会のニー

ズに基づいたものになっているか？ 

ロータリアンの参加 ロータリアンが積極的に活動するプロジ

ェクトになっているか？ 

成果の確認 プロジェクトによって、どういった成果を期待し、

どうやってその成果や変化を確認するのか？ 例えば参加者の

アンケートなど 

持続可能性 プロジェクト終了後においても、その成果を持続

できる可能性を持ったプロジェクトか。持続しやすい仕組みづ

くりにつなげられることがベスト。 

継続事業 ロータリー財団が規定する「授与と受託の条件」にお

いては継続的で過度な支援につながるような活動への補助金使

用を制限しています。地区の裁量でこれを緩和とはいうものの、

継続的なプロジェクトが受益者の自立を阻害するものになって

いないかを十分確認する必要があります。場合によっては同じ

プロジェクトでも受益対象者を変えるなどの対応をお願いする

ことがあります。 

寄贈 単に物品を贈与しただけという成果で終わらせず、成果

を持続させるため仕組み、例えば研修や教育訓練を組み合わせ

ることがとても大事になります。 

 

＊三条南RCの地区補助金利用活動 

 「2020年度 超音波洗浄器の設置」「2021年度 ＡＥＤの設

置」を行っていますが、そのいずれにも講習会を組み合わせて

いるところが、とて

も良い点だと思いま

す。今後も引き続き

素晴らしい活動を続

けられることを期待

します。 

 



 

12月のお祝い 
 

✨会員誕生 

吉沢栄一君 

杉井旬君 

大渓秀夫君 

 

✨配偶者誕生 

   布施純也君御夫人 

  坂井範夫君御夫人 

  渡辺俊明君御夫人 
 

※ おめでとうございます ※ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

今後の予定 
 

12/13（月）通常例会 外部卓話       

       日本歯科大学新潟病院 

       在宅ケア新潟クリニック診療科 

       髙田 正典様 

12/20（月）親睦例会（夜例会）忘年会 

       開会点鐘：18：30 会場：松木屋 

12/27（月）休会（年末） 

 

 1/ 3（月）クラブ休会 

 1/ 10（月）休会（成人の日） 

 1/ 17（月）通常例会 新春例会 

 

ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、

これを育むことにある。具体的には、次の各項を奨励することにある： 

第１ 知り合いを広めることによって奉仕の機会とすること； 

第２ 職業上の高い倫理基準を保ち、役立つ仕事はすべて価値あるもの

と認識し、社会に奉仕する機会としてロータリアン各自の職業を

高潔なものにすること； 

第３ ロータリアン一人一人が、個人として、また事業および社会生活に

おいて、日々、奉仕の理念を実践すること； 

第４ 奉仕の理念で結ばれた職業人が、世界的ネットワークを通じて、 

国際理解、親善、平和を推進すること。 

ロータリー財団 クラブ表彰バナー 
 

100%ロータリー財団寄付クラブ 

1 ロータリー年度の会員一人あたりの平均寄付額が 100 ドル以上で

あり、正会員全員が25ドル以上を寄付したクラブ 

「Every Rotarian, Every Year」クラブ 

1ロータリー年度の会員一人あたりの年次基金への平均寄付額が100

ドル以上であり、正会員全員が年次基金に少なくとも 25 ドル以上を

寄付したクラブ 


